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図3各シリーズごとに，針葉形質と環境因子との間に有意な相関が認められた関係
(3)LA（針葉中央断面の背軸側辺長）
東シリーズでは774～1150浬、までの変異があり，
日射量(遮蔽なし)との間に統計的に有意な正の相関
が認められ，7月平均気温（147～243℃）とは統
計的に有意な負の相関が認められた。西シリーズで
は783～l034umまでの変異があり，3月の積雪深
と正の相関が，10月降水量とは負の相関が認められ
た。LAも針葉の太さを表す指標の，つで，光条件
や針葉展開前の水分条件が良いと太くなり，秋の降
水量が多い場合や7月の気温が高いと細くなる傾向
を示唆する。
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(4)DE（針葉中央の内皮鞘の直径）
東シリーズでは258～362〃mまでの変異があり，
日射量(遮蔽なし)との間に正の相関が認められ，
9月最低気温（7.7～183．C）とは負の相関が認めら
れた。西シリーズでは250～351瓜、までの変異があ
り，3月積雪深と正の相関が，10月降水量とは統計
的に有意な負の相関が認められた。DEは維管束を
取り囲む内皮鞘の直径で，針葉の太さを表す指標
(LLやLA）と同様な環境因子との関係が示唆され
た。
(5)DR（針葉中央断面の樹脂道直径）
東シリーズでは71～105〃mまでの変異があり．
7月最高気温（17.7～281℃）との間に統計的に有
意な正の相関が認められ，日射量（遮蔽有り：114
～140MJ）とは統計的に有意な負の相関が認められ
た。西シリーズでは60～97〃mまでの変異があり。
10月降水量とは統計的に有意な負の相関が認められ
た。夏の気温が高いと樹脂道は大きくなり，日射量
が多い場合や秋の降水量が多いと小さくなる傾向を
示唆する。
(6)DI（針葉中央断面にある2つの樹脂道間の長
さ）
東シリーズでは386～593〃mまでの変異があり，
日射量(遮蔽なし）との間に正の相関が認められ，
12月降水量とは負の相関が認められた。西シリーズ
では378～493〃mまでの変異があり，8月最高気温
(210～3L3℃）と正の相関が認められ，10月降水量
とは負の相関が認められた。夏の気温が高く，日射
量が多いと樹脂道間の距離が大きくなり，秋から冬
の降水量が多いと小さくなる傾向を示唆する。
(7)RE（DE/LL）
東シリーズでは0.37～0.42までの変異があり、
3月の積雪深との間に統計的に有意な正の相関が認
められ，日照時間（遮蔽有り：1418～1909時間）と
は統計的に有意な負の相関が認められた。西シリー
ズでは037～041までの変異があり，3月降水量と
は正の相関が認められ，5月の降水量とは負の相関
が認められた。正の相関が見られた環境因子は，針
葉長と同じであった。抑制因子は，東シリーズでは
針葉長と同じであった。しかし西シリーズでは針葉
の伸長期の降水量となっていることは，針葉が太く
なる速度よりも内皮鞘の直径が大きくなる速度が小
さいために生じていることが示唆される。
(8)RR（DR/LL）
東シリーズでは0.09～016までの変異があい
7月最高気温との間に統計的に有意な正の相関が認
llr
められ，日射量（遮蔽有り）とは統計的に有意な負
の相関が認められた。西シリーズでは0.09～0．13ま
での変異があり，5月最高気温（7.6～16.2℃）と正
の相関傾向が認められ，10月降水量とは統計的に有
意な負の相関が認められた。針葉の太さに対する樹
脂道の大きさの割合を示すこの指数は，針葉の成長
時の最高気温が高いと大きくなる傾向を示唆する。
また，日射量や秋の降水量が多いと，樹脂道の割合
が小さくなる傾向があることを示唆する。
(9)RD（DI/DE）
東シリーズではL51～174までの変異があり，日
照時間（遮蔽なし）との間に統計的に有意な正の相
関が認められ，1月降水量（16～445mm）とは統
計的に有意な負の相関が認められた。西シリーズで
は128～L79までの変異があり，5月最高気温と統
計的に有意な正の相関が認められ，標高（380～
1740m）とは統計的に有意な負の相関が認められた。
日照時間や日射量が大きいとDEとDIの両方が大き
くなる傾向があるが，DIの方がより大きな値を取
ることにより，この傾向が生じていると考えられ
る。
(10)RDL（DI/LA）
東シリーズでは048～0．61までの変異があり．
4月最高気温（32～178℃）との間に正の相関が認
められた。西シリーズでは043～0.57までの変異が
あり，5月最高気温と統計的に有意な正の相関が認
められ，標高とは統計的に有意な負の相関が認めら
れた。
(11)NST（針葉中央断面のl向軸辺にある気孔数）
東シリーズでは28～5.5までの変異が認められた
が，相関が認められ環境因子は無かった。西シリー
ズでは26～52までの変異があり，標高との間に正
の相関が認められ，10月降水量とは統計的に有意な
負の相関が認められた。
(12)NSE（針葉中央部5mmにある鋸歯の数）
東シリーズでは0.8～4.7までの変異があり，日照
時間（遮蔽なし）との間に正の相関が認められ・
12月降水量とは統計的に有意な負の相関が認められ
た。西シリーズでは22～42までの変異があり，標
高とは統計的に有意な正の相関が認められ，5月最
高気温とは統計的に有意な負の相関が認められた。
日照時間が長く風が強い所では鋸歯の数が多くなる
傾向を示唆する。
(13)NSX（針葉中央断面の木部周辺厚膜細胞数）
東シリーズでは24～7.8までの変異があり，正の
相関を示す環境因子は認められなかったが，年降水
環境因子とP/""”α”版oﾉ｡αの針葉形質の関係
量（1304～3370mm）とは負の相関が認められた。西
シリーズでは33～95までの変異があり，7月最高気
温（211～299℃）とは統計的に有意な正の相関が認
められ，標高とは負の相関が認められた。夏の最高
気温が高いほど木部周辺厚膜細胞が増加し，降水量
が多いほど減少する傾向を示唆する。標高が高くな
ると冬の季節風の影響を受け，物理的なダメージを
受けやすくなると考えられるが，補強材的な役割を
果たしていると考えられる厚膜細胞数が負の相関を
示すことは，説明できない。
(14)NSS（針葉中央断面の師部周辺厚膜細胞数）
東シリーズでは4.5～102までの変異があり，4月
最高気温（3.2～178℃）との間に正の相関が認めら
れ，標高（380～1740m）とは負の相関が認められた。
西シリーズでは59～127までの変異があり，3月降
水量とは正の相関が認められ，10月降水量とは負の
相関が認められた。東と西のシリーズでは異なる環
境因子との相関が認められた。
(15)NR（針葉中央断面の樹脂道数）
東シリーズではL6～24までの変異があり，7月最
高気温との間に正の相関が認められ，日射量（遮蔽
有り）とは統計的に有意な負の相関が認められた。
これらの環境因子は，DRとRRが相関関係を示した
環境因子と同じである。西シリーズではL8～26まで
の変異があり，8月最高気温と統計的に有意な正の
相関が認められ，標高とは統計的に有意な負の相関
が認められた。夏の気温が高いと樹脂道の数が多く
なり，日射量が多い場合や標高が高くなると減少す
る傾向を示唆する。
(16)まとめ
東シリーズと西シリーズの両方で，3月の降水量
や積雪深が大きな値を示すと針葉長（NL）は長くな
る傾向を示し，光条件が良いと短くなることが示唆
された。
樹脂道の大きさ（DR）と数（NR）は7月最高気
温と正の相関があることが東シリーズで示された。
西シリーズでも樹脂道の数（NR）は8月最高気温と
正の相関が認められることから，樹脂道のサイズと
数は夏の最高気温が影響していることが示唆された。
最も相関係数が大きい関係は，東シリーズの背軸
側辺長と樹脂道直径の比（RR）と日射量（遮蔽有り〉
であった。このような比を日射･量に応じて調節する
ように，針葉が形成する仕組みが示唆された。
標高と相関を示す形質（RD,RDL,NST,NSX,NR〉
が認められたが，これまで，標高は気温や降水量と
相関があるものとして考えてきたが，それらの因子
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ではない別の因子，例えば季節風の影響等を考慮し
なければならないことが示唆された。
針葉の太さを示す向軸側辺長（LL）や背軸測辺
長（LA)，内皮鞘直径（DE)，樹脂道間の長さ（DI）
は日射量と正の相関を示すことが東シリーズで認め
られた。しかし，西シリーズでは3月の積雪深と正
の相関傾向が，10月降水量と負の相関が認めらた。
これは2つのシリーズで，針葉形質が異なる環境因
子と相関関係にあることが示している。これは新た
な課題である。
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